平家物語佐佐木本について by 西海, 淳二
平
家
物
語
佐
佐
木
本
に
つ
い
て
西
海
、
淳
二
本
書
は
一
九
七
八
年
十
一
月
、
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
の
第
四
十
五
巻
及
び
第
四
十
六
巻
と
し
て
、
八
木
書
店
よ
り
影
印
出
版
さ
れ
、
山
下
宏
明
氏
の
蟹
を
付
す
・
本
書
に
つ
い
て
爨
か
を
る
博
麺
は
垂
本
靂
戴
め
の
薐
に
な
っ
た
本
・
屋
代
本
の
古
鼕
　
比
較
的
忠
実
に
う
け
つ
い
だ
本
」
と
さ
れ
、
宀口同
橋
貞
{
博
士
は
「鎌
倉
本
よ
り
は
後
出
と
認
む
べ
き
で
あ
り
、
百
二
十
句
本
の
如
き
八
坂
流
本
文
の
成
立
の
基
礎
と
な
っ
た
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
」
と
さ
れ
る
。
上
記
の
他
に
も
論
者
は
多
い
が
、
そ
の
差
異
は
大
で
あ
る
。
そ
こ
で
敢
え
て
本
書
の
特
質
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
本
書
の
書
誌
は
善
本
叢
書
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
省
く
。
次
に
各
巻
毎
に
そ
の
特
質
を
記
す
。
二
〇
巻
一
「平
家
一
門
繁
昌
事
」
で
は
、
「
熊
野
参
詣
」
「
鱸
」
の
記
事
が
な
い
。
又
左
右
近
衛
大
将
の
記
事
も
百
二
十
句
本
と
は
異
な
り
、
鎌
倉
本
、
屋
代
本
と
同
じ
。
百
二
十
句
本
は
覚
一
本
に
近
い
。
平
家
物
語
佐
佐
木
本
に
つ
い
て
四
九
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
一
號
五
〇
次
に
「白
拍
子
義
王
佛
等
事
」
で
は
、
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
舞
ス
マ
シ
タ
リ
ケ
レ
ハ
、
皆
人
與
二
入
テ
ソ
被
思
ケ
ル
:
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
君
力
代
ヲ
モ
・
イ
ロ
ト
云
鶯
ノ
声
ノ
響
ソ
春
メ
キ
ニ
ケ
ル
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ト
歌
イ
テ
踏
回
づ
ケ
レ
ハ
と
あ
り
、
ま
た
今
様
の
記
事
で
も
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
月
モ
傾
キ
夜
モ
更
テ
、
心
ノ
奥
ヲ
尋
レ
ハ
、
佛
モ
と
あ
る
。
傍
点
部
は
八
坂
流
の
特
質
で
あ
ろ
う
か
。
、
次
に
特
異
な
詞
章
を
示
す
と
、
嵯
蛾
庵
の
記
事
に
ー
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
角
有
二
付
テ
モ
、
・不
尽
者
ハ
泪
計
也
、
普
賢
ノ
筏
二
棹
指
テ
、
r何
彼
ノ
岸
ニ
ハ
到
ナ
ン
、
過
来
シ
方
ノ
事
共
ヲ
思
ヒ
對
テ
、
泪
ニ
ソ
戦
訟
・
誰
カ
レ
時
モ
過
ケ
レ
ハ
(中
略
;
一
物
を
案
ス
ル
『
章
慇
警
塗
顔
継
蒜
巡
ゑ
浮
壕
章
ハ
輪
ナ
・
婆
婆
熱
華
か
小
蜘
み
夢
弥
狐
小
へ、・
今
姫
ハ
価
俗
か
酪
瓢
ハ
椦
弥
跡
ハ
・
難
鰹
難
ゐ
ハ
卸
法
ハ
畆
气
耳
ハ
脚
芸
勘
遠
が
か
丱
、・楽
ρ
ミ
栄
テ
何
カ
セ
ン
と
あ
り
、
傍
点
部
は
本
書
の
み
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の
章
の
最
後
に
、
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
皆
往
生
ノ
素
懐
ヲ
遂
ケ
ル
ト
ソ
聞
エ
シ
、
入
道
佛
ヲ
失
ヒ
玉
イ
、
諸
国
七
道
二
手
ヲ
分
テ
霓
メ
ラ
レ
ケ
レ
共
無
リ
梟
、
浄
海
佛
ハ
一
烏
天
犲
二
褂
掛
ダ
那
ト
弥
宣
郁
か
、
其
後
遥
二
程
経
テ
聞
被
出
ケ
レ
土
ハ、
左
様
二
世
ヲ
厭
タ
ラ
ン
者
ヲ
、
中
々
兎
角
語
二
木
及
ト
テ
何
ノ
沙
汰
モ
無
リ
ケ
リ
、
と
あ
り
、
大
山
寺
本
、
屋
代
本
に
近
い
が
、
鎌
倉
本
は
傍
点
部
が
な
く
、
百
二
十
句
本
は
こ
の
記
事
が
な
い
。
こ
れ
は
八
坂
流
流
動
過
程
が
一
通
り
で
な
か
っ
た
証
左
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
現
象
は
以
後
の
各
巻
に
も
み
ら
れ
る
た
め
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
二
條
院
崩
御
并
皇
太
后
御
出
家
額
打
論
」
で
は
、
※
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
蓮
台
野
ノ
奥
船
岡
二
収
奉
ル
、
少
納
言
入
道
ノ
子
息
澄
憲
法
印
ハ
、
御
葬
送
二
参
リ
逢
ン
ト
テ
山
ヨ
リ
被
下
ケ
ル
カ
、
早
畑
ト
登
ラ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
セ
玉
フ
ヲ
見
奉
テ
、
泣
々
一
首
ヲ
ソ
詠
シ
ケ
ル
常
二
見
シ
君
力
御
幸
ヲ
今
日
間
ヘ
ハ
還
ラ
ヌ
旅
ト
聞
ソ
悲
シ
キ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
大
宮
今
度
モ
サ
マ
テ
ノ
事
モ
不
在
、
此
君
ニ
サ
へ
別
玉
ヒ
シ
カ
バ
、
軈
有
御
出
家
、
近
衛
川
原
ノ
御
所
ニ
ソ
移
住
セ
玉
イ
ケ
ル
と
あ
り
、
傍
点
部
は
百
二
十
句
本
、
屋
代
本
と
異
な
る
。
鎌
倉
本
は
※
印
以
降
を
こ
の
章
で
は
欠
き
、
巻
六
「
高
倉
院
崩
御
事
」
で
記
す
。
「常
二
見
シ
」
の
歌
は
千
載
集
詞
書
に
は
二
条
院
の
崩
御
の
時
と
す
る
。
本
書
は
千
載
集
詞
書
を
基
に
し
て
鎌
倉
本
詞
章
を
改
変
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
・
、
ま
た
「後
二
條
実
白
願
申
事
」
で
は
鎌
倉
本
に
比
し
て
山
王
権
現
の
御
託
宣
が
な
い
。
屋
代
本
に
も
な
い
が
、
こ
れ
と
関
係
が
あ
ろ
う
か
。
「
日
吉
神
輿
入
洛
事
并
源
三
位
頼
政
振
舞
事
」
で
は
鎌
倉
本
に
比
し
て
本
書
は
詳
細
。
こ
れ
は
巻
四
「
鵄
」
で
記
す
。
以
上
よ
り
、
本
書
は
鎌
倉
本
、
百
二
十
句
本
に
比
し
て
屋
代
本
に
近
い
と
い
う
べ
き
か
。
諸
本
に
比
し
て
簡
略
で
も
あ
る
。
○
巻
二
「内
脇
平
宰
相
丹
波
少
将
被
申
願
事
」
に
、
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
大
納
言
ノ
侍
共
御
所
工
参
テ
少
将
呼
出
シ
奉
リ
、
上
ハ
西
八
条
二
今
朝
既
二
被
押
篭
サ
セ
給
以
ヌ
、
君
達
モ
皆
捕
レ
サ
セ
可
給
ト
社
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
承
リ
以
ヘ
ト
申
セ
ハ
、
ナ
ト
夫
程
ノ
事
ヲ
寄
相
ノ
許
ヨ
リ
今
マ
テ
被
告
サ
ル
ヤ
ラ
ン
ト
宣
モ
終
ネ
ハ
使
有
何
事
ニ
テ
候
ヤ
ラ
ン
と
あ
り
、
屋
代
本
は
傍
点
部
が
、
鎌
倉
本
は
傍
線
部
が
そ
れ
ぞ
れ
な
い
。
ま
た
』
新
大
納
言
出
家
并
信
俊
有
木
別
所
参
事
」
で
は
、
新
大
納
言
成
親
卿
ハ
少
シ
寛
意
モ
ヤ
ト
被
思
ケ
ル
処
二
、
子
息
丹
波
少
将
己
下
鬼
界
嶋
二
流
サ
レ
ヌ
、
ト
聞
エ
シ
カ
バ
、
小
松
殿
二
平
家
物
語
佐
佐
木
本
に
つ
い
て
!
五
ゴ
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
一
號
五
二
申
上
セ
終
二
出
家
シ
給
梟
と
あ
り
、
百
二
十
句
本
と
同
じ
。
鎌
倉
本
は
こ
れ
に
比
し
て
詳
細
。
ま
た
「成
親
禅
門
逝
去
事
并
慧
星
事
」
で
は
、
此
北
方
ト
申
ハ
山
城
守
敦
賢
ノ
女
也
、
眉
目
姿
世
斗
勝
レ
心
様
マ
テ
優
ナ
ル
人
成
シ
カ
バ
、
互
二
志
不
浅
シ
中
也
ケ
リ
、
若
君
姫
君
モ
華
ヲ
手
折
閼
伽
ノ
水
ヲ
掬
ミ
父
ノ
後
生
ヲ
ソ
被
訪
ケ
ル
、
哀
ナ
リ
シ
事
共
也
。
と
あ
り
、
さ
ら
に
同
十
二
月
廿
四
日
慧
星
東
方
二
出
ツ
、
嗤
尤
旗
共
申
、
亦
慧
星
共
申
ス
、
天
下
大
二
乱
テ
国
二
大
兵
乱
起
ト
云
リ
と
あ
る
。
百
二
十
句
本
、
屋
代
本
は
こ
れ
に
近
く
、
鎌
倉
本
は
こ
れ
ら
の
記
事
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
本
書
は
、
鎌
倉
本
詞
章
形
態
と
異
な
る
。
さ
ら
に
章
段
配
列
を
検
討
す
る
。
(
章
段
名
は
便
宜
上
古
典
大
系
本
表
記
に
よ
る
。
)
覚
一
本
大
納
言
流
罪
阿
古
屋
松
大
納
言
死
去
①
②
徳
大
寺
之
沙
汰
山
門
滅
亡
鎌
倉
本
同
上
同
上
同
上
①
(後
出
)
康
頼
祝
言
④
(後
出
)
百
二
十
句
本
佐
佐
木
本
屋
代
本
同
上
同
上
同
上
①
(後
出
)
同
上
④
⑧
(後
出
)
善
光
寺
炎
上
康
頼
祝
言
④
⑧
◎
卒
都
婆
流
㊥
◎
蘇
武
な
し
大
納
言
死
去
②
同
上
⑧
同
上
㊥
康
頼
祝
言
◎
卒
都
婆
流
④
同
上
徳
大
寺
之
沙
汰
な
し(後
出
)
(前
出
)
同
上
㊥
同
上
◎
,
同
上
@
同
上
大
納
言
死
去
②
同
上
※
備
考
-
①
鬼
界
嶋
流
罪
の
事
及
び
嶋
の
事
②
成
親
死
去
の
事
及
び
北
方
出
家
の
事
④
康
頼
出
家
の
事
及
び
歌
『
つ
ゐ
に
か
く
』
の
事
⑧
康
頼
・成
経
・
熊
野
詣
の
事
◎
康
頼
祝
言
の
事
㊥
龍
神
化
現
の
事
②
卒
都
婆
流
の
事
※
屋
代
本
は
欠
く
本
書
等
三
本
は
章
段
記
事
の
配
列
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
詞
章
は
若
干
異
な
る
。
「徳
大
寺
之
沙
汰
」
は
八
坂
流
本
で
は
巻
末
に
置
く
の
が
常
で
あ
ろ
う
か
。
屋
代
本
は
誤
脱
し
た
も
の
か
。
以
上
、
こ
の
巻
で
本
書
は
鎌
倉
本
と
異
な
り
、
八
坂
流
流
動
過
程
が
一
様
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
伝
本
で
あ
り
、
百
二
十
句
本
、
屋
代
本
成
立
過
程
を
考
察
す
る
上
で
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
百
二
十
句
本
、
佐
佐
木
本
、
屋
代
本
は
同
類
本
で
あ
ろ
う
か
。
○
巻
三
「有
王
嶋
渡
同
僧
都
逝
去
事
」
で
は
、
平
家
物
語
佐
佐
木
本
に
つ
い
て
五
三
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
一
號
五
四
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
僧
都
ノ
雅
ヨ
リ
不
便
ニ
メ
召
仕
レ
ケ
ル
童
二
人
有
、
名
ヲ
有
王
亀
王
ト
ソ
申
ケ
ル
、
両
人
共
二
明
テ
モ
暮
テ
モ
主
ノ
事
ヲ
耳
歎
ケ
ル
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
カ
、
其
思
ノ
積
ニ
ヤ
亀
王
ハ
無
程
死
二
梟
、
有
王
ハ
未
有
ケ
ル
カ
、
と
あ
り
、
百
二
十
句
本
、
屋
代
本
と
同
じ
。
鎌
倉
本
は
有
王
の
み
記
し
、
傍
点
部
は
な
い
。
さ
ら
に
、
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
雨
風
厭
ヘ
フ
モ
無
シ
、
是
社
我
家
ト
指
入
テ
打
臥
玉
ヘ
ハ
、
膝
ヨ
リ
下
ハ
彰
也
、
昔
ハ
法
勝
寺
ノ
駈
と
あ
り
、
屋
代
本
に
も
あ
る
。
ま
た
姫
御
前
の
歌
に
、
是
見
ヨ
有
国
此
子
力
文
ノ
書
様
ノ
拙
サ
ヨ
七
タ
ノ
海
士
ノ
釣
舟
我
ニ
カ
セ
ハ
重
ノ
塩
路
ノ
父
ヲ
迎
エ
ン
と
あ
り
、
こ
れ
は
百
二
十
句
本
と
同
じ
。
ま
た
「入
道
相
国
奉
恨
朝
家
事
」
で
も
、
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
其
時
入
道
法
印
呼
ト
テ
被
出
ケ
リ
、
梢
法
印
ノ
御
房
克
く
聞
玉
へ
、
浄
海
力
申
処
僻
事
力
、
先
内
府
力
加
様
二
罷
候
ヲ
、
御
辺
ノ
心
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ニ
モ
推
察
シ
玉
へ
、
入
道
力
心
中
有
二
不
在
候
テ
、
悲
涙
ヲ
推
テ
、
一
日
く
く
ト
送
過
候
、
保
元
以
後
ハ
乱
逆
打
続
キ
、
君
安
キ
御
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
心
モ
渡
ラ
セ
玉
バ
サ
リ
シ
ニ
、
入
道
ハ
ロ
バ大
方
執
行
及
二
社
候
へ
、
内
府
身
ヲ
砕
テ
度
々
ノ
逆
鱗
ヲ
ハ
安
メ
進
テ
候
へ
、
其
外
臨
時
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ノ
御
大
事
朝
タ
ノ
政
務
内
府
程
ノ
切
臣
難
有
覚
候
、
是
ヲ
思
フ
ニ
唐
ノ
太
宗
ハ
後
レ
巍
嵌
二
悲
ノ
余
二
、
昔
段
宗
ハ
夢
ノ
夢
ノ
中
ニ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
得
良
弼
ヲ
、
今
朕
ハ
悟
ノ
後
二
失
ト
賢
臣
ヲ
云
碑
ノ
文
ヲ
自
書
テ
彼
廟
二
立
テ
社
悲
ミ
給
ケ
レ
、
吾
朝
ニ
モ
親
見
進
セ
シ
事
ソ
カ
シ
、
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
顕
頼
民
部
卿
力
逝
去
シ
タ
リ
シ
ヲ
、
故
院
殊
二
愁
悲
シ
玉
イ
テ
八
幡
ノ
行
幸
引
延
シ
御
遊
無
リ
キ
、
惣
テ
臣
下
ノ
損
ス
ル
ヲ
ハ
代
々
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ノ
帝
御
歎
有
事
ニ
テ
社
候
、
其
二
内
府
力
中
陰
二
八
幡
ノ
御
幸
成
テ
御
遊
有
キ
、
と
あ
り
、
百
二
十
句
本
、
屋
代
本
と
同
じ
。
鎌
倉
本
は
傍
点
部
が
な
い
。
だ
が
こ
れ
に
続
く
清
盛
の
言
葉
は
鎌
倉
本
、
百
二
十
句
本
と
も
異
な
り
、
覚
一
本
に
近
い
。
次
に
「園
城
寺
頼
豪
事
并
西
京
座
主
祈
之
事
」
は
、
皇
子
ナ
レ
ハ
、
、取
奉
テ
魔
道
へ
社
行
メ
ト
テ
対
面
モ
セ
サ
リ
ケ
リ
、
匡
房
帰
参
テ
此
由
ヲ
奏
シ
ケ
レ
ハ
、
頼
豪
軈
テ
于
死
ス
、
主
上
如
何
セ
ン
+
大
二
竜
顔
ヲ
駭
シ
在
ス
、
基
季
御
悩
付
セ
給
テ
様
々
ノ
祈
共
有
シ
カ
ト
モ
可
叶
不
見
給
、
白
髪
成
ケ
ル
老
僧
ノ
錫
杖
持
テ
、
抑
枕
二
佇
テ
、
人
夢
ニ
モ
見
工
幼
七
幻
ニ
モ
立
二
檗
、
王
子
終
二
御
歳
四
歳
ニ
テ
と
あ
り
、
鎌
倉
本
、
百
二
十
句
本
に
近
い
。
屋
代
本
は
本
書
に
比
し
て
簡
略
。
ま
た
「奉
公
卿
流
事
」
で
は
、
丹
波
国
村
雲
ト
云
所
ニ
ソ
暫
休
七
給
ケ
ル
、
後
ニ
ハ
尋
出
サ
レ
テ
信
乃
国
ヘ
ソ
被
流
玉
フ
、
前
関
白
松
殿
ノ
侍
二
江
大
夫
判
官
遠
業
ト
云
者
在
、
是
モ
平
家
二
不
リ
快
カ
ラ
ケ
レ
ハ
、
六
波
羅
ヨ
リ
己
二
寄
テ
搦
取
ヘ
キ
處
二
子
息
江
左
衛
門
尉
業
打
具
メ
、
焉
共
無
落
行
ケ
ル
カ
稲
荷
山
二
打
上
リ
親
子
云
合
ケ
ル
ハ
、
東
国
ノ
方
へ
落
下
伊
豆
国
ノ
流
人
前
右
兵
衛
佐
頼
朝
ヲ
憑
マ
ハ
ヤ
ト
ハ
思
へ
共
、
夫
モ
当
時
勅
感
ノ
人
ニ
テ
身
一
身
難
叶
御
坐
也
。
日
本
二
平
家
ノ
庄
園
ナ
ラ
ヌ
所
ヤ
有
、
手
来
栖
押
タ
ル
所
ヲ
人
二
見
ン
モ
、
恥
カ
マ
シ
カ
ル
ヘ
シ
、
ロ
バ是
ヨ
リ
還
テ
六
波
羅
ヨ
リ
召
ノ
使
ア
ラ
バ
、
腹
掻
切
テ
死
ン
ニ
ハ
不
如
ト
テ
尾
坂
ノ
宿
へ
取
テ
反
ス
、
如
案
ノ
六
波
羅
ヨ
リ
源
大
判
官
季
貞
摂
津
判
官
盛
澄
三
百
余
奇
ニ
テ
押
寄
時
ヲ
動
ト
ソ
造
ケ
ル
、
江
大
夫
判
官
縁
二
立
出
、
是
御
覧
候
へ
各
六
波
羅
ニ
テ
此
様
申
サ
セ
玉
く
ト
、
館
二
火
ヲ
掛
父
子
共
二
腹
切
テ
炎
ノ
中
ニ
テ
焼
死
ニ
ケ
リ
、
抑
加
様
二
と
あ
り
、
鎌
倉
本
、
百
二
十
句
本
と
同
D
。
屋
代
本
は
傍
線
部
が
な
い
。
以
上
、
こ
の
巻
で
は
鎌
倉
本
に
近
い
が
、
同
時
に
屋
代
本
と
も
近
い
。
し
た
が
っ
て
本
書
と
屋
代
本
と
が
同
類
本
(巻
二
参
照
)
と
す
れ
ば
、
本
書
に
比
し
て
、
屋
代
本
は
簡
略
、
省
略
が
き
わ
め
て
多
い
。
屋
代
本
は
本
書
よ
り
後
出
本
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
屋
代
本
の
簡
略
は
流
動
過
程
に
お
け
る
現
象
と
考
え
ら
れ
る
。
「奉
公
卿
流
事
」
の
屋
代
本
詞
章
は
、
流
動
過
程
に
お
け
る
誤
脱
と
認
む
べ
き
で
、
屋
代
本
を
増
補
す
る
こ
と
に
よ
り
諸
本
詞
章
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
平
家
物
語
佐
佐
木
本
に
つ
い
て
・
五
五
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
一
號
五
六
〇
巻
四
屋
代
本
は
こ
の
巻
欠
く
。
百
二
十
句
本
に
比
し
て
本
書
の
記
事
の
有
無
を
示
す
と
、
「安
徳
天
皇
践
柞
事
」
の
弁
内
侍
、
「新
院
厳
島
御
行
幸
」
の
歌
雲
井
よ
り
、
同
二
十
九
日
条
以
後
、
「高
倉
宮
御
謀
叛
事
」
の
熊
野
別
当
湛
増
の
各
記
事
が
な
い
。
鎌
倉
本
も
同
じ
。
ま
た
「高
倉
宮
南
都
入
御
事
」
「頼
政
射
変
化
者
事
」
は
注
目
す
べ
き
章
で
あ
る
。
「新
院
厳
島
御
行
事
」
は
鎌
倉
本
と
同
じ
く
「
厳
島
御
行
記
」
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「法
皇
上
皇
対
面
」
は
鎌
倉
本
、
百
二
十
句
本
に
あ
る
が
本
書
に
は
な
く
、
さ
ら
に
こ
の
記
事
に
続
く
「廿
六
日
か
ら
五
日
の
条
」
で
も
本
書
は
鎌
倉
本
よ
り
は
る
か
に
簡
略
。
鎌
倉
本
は
百
二
十
句
本
よ
り
簡
略
。
こ
れ
は
誤
脱
か
平
曲
の
影
響
か
で
あ
ろ
う
。
鎌
倉
本
を
簡
略
に
す
れ
ば
本
書
に
な
ろ
う
か
。
同
例
と
し
て
「同
法
皇
自
田
中
殿
烏
丸
御
所
御
幸
事
し
の
章
が
あ
る
。
-
次
に
「伊
豆
守
仲
綱
馬
事
」
で
、
伊
豆
守
の
歌
に
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
恋
シ
ク
ハ
来
テ
モ
見
ヨ
カ
シ
身
二
副
ル
木
ノ
下
カ
ケ
ヲ
放
ス
ヘ
キ
カ
バ
と
あ
る
が
、
傍
点
部
諸
本
は
、
か
け
を
は
い
か
丶
は
な
ち
や
る
へ
き
と
あ
る
。
ま
た
「競
残
留
」
の
理
由
と
し
て
、
宿
所
ハ
六
波
羅
重
桧
墻
ノ
内
也
、
平
家
ニ
モ
兼
参
ノ
者
也
ケ
レ
ハ
と
あ
り
、
鎌
倉
本
と
同
じ
。
百
二
十
句
本
は
こ
れ
と
は
異
な
り
、
き
お
う
か
は
せ
を
く
れ
て
、
と
丶
ま
つ
て
候
よ
し
と
あ
る
。
ま
た
こ
の
章
の
最
後
に
、
本
書
は
、
南
廷
力
参
テ
候
ト
申
ハ
、
宗
盛
急
出
テ
見
給
ヘ
ハ
、
散
々
ノ
事
ニ
テ
ソ
有
ケ
ル
、
昔
ハ
南
廷
今
ハ
平
宗
盛
入
道
ト
云
鑠
ヲ
ソ
シ
タ
リ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ケ
ル
馬
太
政
入
道
大
二
怒
テ
L
と
あ
ゐ
が
、
傍
点
部
百
二
十
句
本
は
宗
盛
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
書
は
や
は
り
鎌
倉
本
に
近
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
「菖
蒲
前
」
は
、
太
平
記
巻
廿
一
「高
獅
直
」
、覚
一
検
校
の
平
家
琵
琶
を
聴
聞
す
る
条
」
に
も
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。
』
鵄
」
の
章
は
巻
一
「御
輿
振
」
と
共
に
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
巻
一
「御
輿
振
」
の
記
事
を
一
覧
で
示
す
と
、
記
事
大
衆
僉
議
頼
政
源
氏
嫡
続
歌
道
の
達
者
二
条
院
時
の
鵄
退
治
歌
五
月
闇
歌
深
山
木
ノ
名
歌
仕
る
艶
男
神
輿
舁
返
す
事
覚
一
本
百
二
十
句
本
0O0XX000
鎌
倉
本000XXXOO
佐
佐
本
本
屋
代
本00OO0aOO
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
『
二
条
院
時
の
鵄
退
治
」
の
記
事
で
あ
る
。
即
ち
、
①
屋
代
本
と
ほ
ぼ
同
詞
章
で
あ
る
こ
と
。
②
こ
の
章
に
『
鶴
退
治
』
が
あ
る
の
は
長
門
本
以
外
で
は
本
書
と
屋
代
本
で
あ
る
こ
と
。
③
こ
の
「
鵄
退
治
」
は
巻
四
に
も
あ
る
こ
と
。
等
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
推
測
す
る
と
、
こ
の
章
で
は
覚
一
本
の
如
き
、
「
鵄
退
治
」
が
な
く
歌
道
の
記
事
の
み
が
古
態
で
あ
り
、
本
書
平
家
物
語
佐
佐
木
本
に
つ
い
て
五
七
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
一
號
五
八
は
覚
一
本
に
比
し
て
「鵄
退
治
」
が
あ
る
点
で
後
出
で
あ
ろ
う
。
も
し
本
書
、
屋
代
本
の
如
き
が
古
態
と
す
る
な
ち
ば
、
記
事
の
重
複
が
な
ぜ
生
じ
得
た
の
か
。
さ
ら
に
諸
本
の
多
く
に
こ
の
重
複
が
み
ら
れ
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
記
事
の
重
複
は
特
異
な
現
象
で
あ
る
。
本
書
に
比
し
て
鎌
倉
本
詞
章
は
、
八
坂
流
の
古
態
解
明
上
の
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
次
に
巻
四
「鶴
」
の
記
事
一、覧
を
示
す
。
記
事
近
衛
院
の
事
頼
政
勅
定
雅
頼
卿
奏
聞
鶴
退
治
連
歌
(ほ
と
と
ぎ
す
)
菖
蒲
前
二
条
院
の
事
雅
頼
卿
奏
聞
鸚
退
治
連
歌
(五
月
闇
)
覚
一
本
00O0OXO前
出
O
、
○
(
鎌
倉
本
00後
出
00XO00X
百
二
十
句
本
00X0OXOXQO
佐
佐
木
本
0O後
出
0OO
④
O00X
こ
こ
で
注
目
す
べ
蓉
は
『
雅
頼
卿
奏
聞
』
の
記
事
異
同
で
あ
る
ゆ
こ
の
章
は
頼
政
の
山口回
名
を
そ
の
死
後
、
紀
伝
体
で
記
す
こ
と
を
考
え
る
と
、
「鵄
を
射
る
の
を
失
敗
す
れ
ば
、
恥
辱
を
与
え
た
雅
頼
を
射
よ
う
」
と
す
る
頼
政
は
、
澗
二
条
院
時
よ
り
近
衛
院
時
の
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
諸
本
に
よ
り
脱
漏
あ
り
、
増
補
あ
り
す
る
の
は
、
琵
琶
法
師
の
語
り
に
よ
る
流
伝
の
結
果
で
あ
る
。
特
異
な
詞
章
も
こ
0
こ
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
詞
章
は
八
坂
流
流
動
過
程
に
お
け
る
一
現
象
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
以
上
よ
り
、
本
書
は
、
鎌
倉
本
よ
り
後
出
と
い
う
べ
き
か
。
○
巻
五「大
庭
早
馬
以
頼
朝
謀
叛
注
進
事
」
で
は
鎌
倉
本
、
百
二
十
旬
、
屋
代
本
に
比
し
て
本
書
は
極
め
て
簡
略
で
あ
る
。
ま
た
「文
覚
房
神
護
寺
勧
進
帳
事
」
で
は
諸
本
に
比
し
て
本
書
は
詳
細
で
あ
る
。
本
書
の
両
章
は
特
異
な
詞
章
で
あ
ろ
う
。
「南
都
滅
亡
事
」
も
同
様
か
。こ
の
巻
で
は
諸
本
に
比
し
て
、
本
書
は
特
異
な
詞
章
で
あ
る
。
そ
れ
は
流
動
過
程
に
お
け
る
増
補
と
省
略
と
が
繰
り
返
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
諸
本
に
比
し
て
簡
略
な
本
が
古
態
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
○
巻
六「花
林
院
僧
正
栄
円
逝
去
事
」
で
は
治
承
五
月
正
月
一
日
、
新
玉
ノ
年
立
帰
タ
セ
ト
モ
内
裏
二
帖
東
国
ノ
兵
革
南
都
ノ
火
災
二
依
テ
、
被
止
朝
拝
主
上
出
御
モ
ナ
シ
、
物
音
モ
不
吹
鳴
舞
楽
モ
不
奏
吉
野
ノ
国
栖
モ
不
参
、
二
日
殿
上
ソ
宴
酔
モ
ナ
シ
、
男
女
打
ヒ
ソ
メ
キ
禁
中
不
楽
ソ
成
ニ
ケ
ル
、
同
四
日
南
都
ノ
僧
綱
闕
官
シ
テ
被
停
公
請
、
と
あ
る
。
鎌
倉
本
は
こ
れ
よ
り
詳
細
で
、
治
承
五
年
正
月
一
日
、
内
裏
二
'ハ
東
国
ノ
兵
革
南
都
ノ
火
災
ニ
ヨ
テ
朝
拝
被
停
、
主
上
出
御
モ
無
、
物
ノ
音
モ
吹
不
鳴
舞
楽
モ
奏
セ
ス
、
吉
野
ノ
国
栖
モ
不
参
、
藤
氏
ノ
公
卿
一
人
モ
不
被
参
、
氏
寺
焼
失
ニ
ヨ
テ
ナ
リ
、
一、】日
殿
上
ノ
宴
酔
モ
無
、
男
女
打
咽
テ
禁
中
忌
益
ソ
見
ヘ
ケ
ル
、
佛
法
皇
法
共
二
尽
ヌ
ル
事
ソ
浅
益
キ
、
一
院
仰
成
ケ
レ
ハ
、
吾
十
善
ノ
余
薫
ニ
ヨ
テ
万
乗
ノ
宝
位
ヲ
保
ツ
、
嗣
代
ノ
帝
王
ヲ
思
二
子
也
、
孫
也
、
如
何
ナ
レ
ハ
万
機
ノ
世
務
ヲ
被
停
テ
歳
月
ヲ
送
覧
ト
ソ
御
歎
有
ケ
ル
、
五
日
南
都
ノ
僧
綱
等
解
官
ラ
レ
公
請
ヲ
停
止
シ
所
職
ヲ
被
没
収
、
衆
徒
ハ
老
タ
ル
モ
少
キ
モ
、
或
討
攻
切
攻
シ
、
或
烟
ノ
中
ヲ
出
ス
炎
二
咽
多
ク
亡
シ
カ
バ
、
平
家
物
語
佐
佐
木
本
に
つ
い
て
五
九
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
一
號
六
〇
僅
二
残
輩
ハ
山
林
二
交
リ
、
迹
ヲ
留
ル
ハ
一
人
モ
無
、
興
福
寺
別
当
花
山
院
ノ
僧
正
栄
円
ハ
と
あ
り
、
屋
代
本
と
は
詞
章
上
は
同
じ
で
あ
る
が
、
記
事
配
列
は
異
な
る
。
流
動
過
程
に
よ
る
差
異
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
し
て
、
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
岩
波
古
典
大
系
上
三
八
七
頁
校
異
7
、
衆
徒
は
ー
〔屋
〕
コ
ノ
一
文
ナ
シ
。
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
記
。
ま
た
「
高
倉
上
皇
崩
御
事
」
で
は
上
皇
の
生
前
を
評
す
る
記
事
及
び
御
送
葬
の
記
事
の
一
部
が
な
い
。
屋
代
本
も
本
書
に
同
じ
。
次
に
「木
曽
冠
者
義
仲
於
信
州
謀
叛
事
」
で
は
、
木
曽
仲
三
兼
遠
力
、
許
二
行
テ
、
是
育
テ
人
ト
成
テ
見
セ
玉
ヘ
ト
云
ケ
レ
ハ
、
兼
遠
甲
輩
く
く
シ
ク
モ
請
取
テ
廿
余
年
養
育
ス
、
漸
　
々
長
ナ
ル
侭
ニ
ハ
、
武
略
ノ
心
猛
ク
シ
テ
弓
馬
ノ
道
勝
レ
タ
リ
、
常
ハ
如
何
二
モ゚
シ
テ
平
家
ヲ
滅
シ
、
〈
中
略
V
木
曽
音
叢
猛
ク
成
テ
・
櫨
井
太
郎
・
大
滋
野
行
近
ヲ
始
ト
メ
・
国
中
ノ
兵
ヲ
語
二
人
モ
〈
中
略
v
兄
弟
共
二
多
勢
ノ
共
之
討
手
進
セ
ヨ
畆
ゑ
鉛
訟
ゑ
ぞ
訟
か
掌
奪
訟
獄
ト
ゑ
鷺
・
蓼
罫
か
朞
、
森
な
罫
泰
訟
徐
私
語
有
モ
多
カ
リ
ケ
リ
と
あ
り
、
鎌
倉
本
は
△
部
に
「木
曽
挙
兵
の
志
」
が
、
△
△
に
「木
曽
元
服
」
が
あ
る
。
「入
道
浄
海
病
患
事
同
被
薨
事
」
で
は
、
本
書
は
鎌
倉
本
と
異
な
り
、
屋
代
本
と
同
じ
く
「河
野
通
信
入
道
西
寂
合
戦
」
が
な
い
。
ま
た
「
入
道
病
状
」
で
も
諸
本
に
比
し
て
本
書
は
簡
略
で
、
西
八
条
焼
失
や
酒
宴
で
は
さ
ら
に
諸
本
と
異
な
る
。
「
五
条
大
納
言
邦
綱
逝
去
事
」
で
は
屋
代
本
と
同
じ
く
如
無
僧
都
の
三
歳
の
時
の
事
が
な
く
、
ま
た
邦
綱
の
母
夢
占
も
な
い
。
独
立
し
た
説
話
で
あ
る
た
め
誤
脱
し
た
も
の
か
。
こ
の
他
鎌
倉
本
、
百
二
十
句
本
と
の
差
異
を
示
す
と
、
「東
大
寺
造
営
事
」
に
長
恨
歌
が
な
く
、
「
須
俣
川
合
戦
事
」
で
も
記
事
配
列
が
異
な
る
。
こ
れ
ら
は
屋
代
本
と
同
じ
。
ま
た
「
平
家
祈
不
成
就
事
」
で
も
本
書
は
鎌
倉
本
、
百
二
十
句
本
と
異
な
り
、
実
玄
阿
闍
梨
の
平
氏
調
伏
注
進
の
理
由
が
な
い
。
こ
れ
も
屋
代
本
と
同
じ
。
以
上
よ
り
、
諸
本
異
同
が
甚
大
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
書
は
鎌
倉
本
、
百
二
十
句
本
に
比
七
て
屋
代
本
詞
章
に
近
い
。
○
巻
七
冒
頭
に
「朝
覲
行
幸
事
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
方
流
諸
本
が
、
こ
の
章
を
巻
六
巻
末
に
置
く
の
に
対
し
、
八
坂
流
諸
本
の
特
質
で
あ
る
。「木
曽
与
兵
衛
佐
不
快
事
」
で
は
、
其
比
木
曽
次
郎
義
仲
、
右
兵
衛
頼
朝
ト
不
快
ノ
事
出
来
テ
、
兵
衛
佐
ハ
討
ト
テ
木
曽
ヲ
、
六
万
余
奇
ニ
テ
信
濃
工
発
向
ス
、
木
曽
聞
之
、
乳
母
ノ
以
今
井
四
郎
兼
平
ヲ
、
依
テ
何
事
二
、
義
仲
ヲ
討
ン
ト
ハ
候
ヤ
ラ
ン
、
但
十
郎
蔵
人
殿
社
貴
辺
ヲ
恨
事
有
ト
テ
、
是
二
坐
タ
ル
ヲ
、
義
仲
サ
へ
無
情
モ
テ
ナ
シ
申
サ
ン
事
、
如
何
ソ
ヤ
、
サ
レ
ハ
当
時
ハ
と
あ
り
、
鎌
倉
本
に
比
し
て
甚
だ
し
く
簡
略
。
百
二
十
句
本
、
屋
代
本
と
同
じ
。
鎌
倉
本
は
覚
一
本
と
同
じ
。
次
に
「木
曽
義
仲
於
垣
生
若
宮
願
書
事
」
に
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
雲
ノ
中
ヨ
リ
鳩
ニ
ツ
飛
来
テ
、翩
翻
ス
源
氏
ノ
白
旗
ノ
上
二
、平
家
是
ヲ
遠
見
メ
、
皆
身
ノ
毛
竪
梟
、
昔
神
功
皇
后
攻
新
羅
ヲ
玉
イ
シ
ニ
・
霊
撫
験
雰
蜜
舟
璽
・
塞
赫
楡
ハ
靂
愈
卦
弥
、
諏
蒙
脱
甲
、
拝
霊
鳩
ヲ
給
ヒ
ケ
ル
心
ノ
中
社
憑
シ
ケ
レ
と
あ
る
。
こ
れ
は
鎌
倉
本
に
比
し
て
傍
点
部
は
誇
張
表
現
と
な
り
、
傍
線
部
と
呼
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
本
書
の
成
立
過
程
考
察
上
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ド
'
」
ま
た
「砥
並
山
黒
坂
志
保
坂
篠
原
所
々
軍
事
」
は
、
、
、
、
置
次
第
二
暗
フ
成
シ
カ
バ
、
搦
手
ノ
勢
}
万
余
奇
、
平
家
ノ
陣
ノ
後
ナ
ル
久
里
加
羅
堂
ノ
辺
ニ
テ
、
廻
合
、
久
里
加
羅
堂
ノ
前
ニ
テ
、
一
万
余
奇
箙
之
方
立
ヲ
打
敲
キ
、
…天
モ
響
キ
大
地
モ
動
ス
程
二
、
楚
謌
ヲ
動
ト
ソ
作
ケ
ル
、
木
曽
聞
之
ヲ
、
と
あ
る
。
鎌
倉
本
と
異
な
、り
、
百
二
十
句
本
、
屋
代
本
と
同
じ
。
一
方
流
諸
本
は
こ
の
章
の
次
に
「篠
原
合
戦
」
が
あ
る
。
八
坂
流
本
平
家
物
語
佐
佐
木
本
に
つ
い
て
,
六
一
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
一
號
六
二
で
こ
の
記
事
が
あ
る
の
は
鎌
倉
本
の
み
。
次
に
「斉
藤
別
当
実
盛
討
死
、
同
錦
介
直
垂
着
事
」
で
は
、
、
平
家
去
ル
四
月
二
北
国
へ
下
向
ノ
時
八
十
万
余
奇
ト
聞
エ
シ
カ
、
今
五
月
二
逃
上
ニ
ハ
、
僅
二
其
勢
三
万
余
奇
、
指
モ
華
声
二
出
テ
都
ヲ
出
シ
人
々
ノ
徒
二
名
ヲ
而
己
残
シ
、
越
路
ノ
末
ノ
塵
ト
成
社
悲
シ
ケ
レ
、
入
道
ノ
末
子
三
河
守
知
度
モ
討
レ
玉
イ
ヌ
、
忠
綱
景
高
モ
不
帰
、
季
国
長
綱
モ
討
レ
ヌ
、
尽
流
ヲ
、
漁
則
雖
得
多
魚
ヲ
、
明
年
二
無
魚
、
焼
林
狩
則
雖
得
ト
多
獣
ヲ
、
明
年
ニ
ハ
無
シ
獣
、
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
後
ヲ
存
メ
少
々
ハ
可
被
残
者
ヲ
ト
申
人
モ
多
リ
ケ
ル
ト
カ
ヤ
、
飛
弾
守
景
家
ハ
最
愛
ノ
嫡
子
景
高
討
レ
テ
歎
二
沈
ミ
ケ
ル
カ
、
頻
ニ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
出
家
ノ
暇
ヲ
申
間
、
大
臣
殿
被
許
ケ
ニ
、
則
打
臥
事
十
余
日
有
テ
、
遂
二
思
死
ニ
ソ
死
ニ
ケ
ル
、
是
ヲ
始
テ
、
と
あ
り
、
傍
点
部
は
鎌
倉
本
に
比
し
て
増
補
で
あ
る
。
百
二
十
句
本
、
屋
代
本
と
同
じ
。
ま
た
傍
点
部
は
「砥
並
黒
坂
志
保
坂
篠
原
所
々
軍
事
」
に
上
総
太
郎
判
官
忠
綱
、
飛
弾
太
夫
判
官
景
高
、
河
内
判
富
秀
国
モ
此
谷
ニ
テ
ソ
死
ニ
ケ
ル
と
あ
る
の
と
重
複
す
る
。
ま
た
「木
曽
義
仲
山
門
牒
状
事
、
并
返
牒
事
」
の
最
後
に
、
鎌
倉
本
は
、
,ー
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
寿
永
二
年
七
月
五
日
、
敬
白
、
ト
被
書
タ
ル
、
貫
首
是
ヲ
愍
給
テ
、
軈
テ
不
被
披
露
、
十
禅
師
御
殿
籠
テ
三
日
加
持
ノ
後
被
披
露
、
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
始
ハ
有
ト
モ
見
ヘ
サ
リ
ツ
ル
晶
首
歌
、
願
書
ノ
表
巻
二
出
来
リ
、
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
平
二
花
サ
ク
宿
モ
年
経
ハ
西
ヘ
カ
タ
フ
ク
月
ト
コ
ソ
ナ
レ
山
王
大
師
愍
ヲ
垂
給
三
千
衆
徒
力
ヲ
合
ヨ
ト
也
、
と
あ
り
、
百
二
十
句
本
と
同
じ
。
本
書
、
屋
代
本
は
な
い
。
こ
の
記
事
は
前
後
の
記
事
よ
り
推
測
す
る
に
誤
脱
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
本
書
よ
り
も
百
二
十
句
本
の
方
が
前
出
で
あ
ろ
う
。
岩
波
古
典
大
系
本
補
記
13
で
は
、
百
二
十
句
本
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
の
は
ど
う
し
た
わ
け
か
。
次
に
巻
後
半
の
章
段
配
列
を
示
す
と
、
覚
一
本
鎌
倉
本
主
上
都
落
維
盛
都
落
聖
主
臨
幸
忠
度
都
落
経
正
都
落
,
,
、青
山
之
沙
汰
一
門
都
落
福
原
落
百
二
十
句
本
同
上
・
忠
度
都
落
(歌
有
)
経
正
都
落
青
山
之
沙
汰
同
上
同
上
(都
焼
失
)
一
門
都
落
(教
盛
)
聖
主
臨
幸
(送
還
)
丶
一
門
都
落
(小
松
澱
)
《前
出
》
《前
出
》
《前
出
》
《前
出
》
同
上
佐
佐
木
本
屋
代
本
同
上
同
上
(歌
な
し
)
同
上
同
上
(都
焼
失
)
同
上
(教
盛
)
同
上
(送
還
)
同
上
(小
松
殿
)
《前
出
》
《
な
し
》
《
な
し
》
(前
出
》
同
上
※
章
段
名
は
便
宜
上
岩
波
古
典
大
系
本
に
よ
る
。
以
上
、
こ
の
巻
は
詞
章
、
章
段
配
列
と
も
に
屋
代
本
と
同
類
で
あ
ろ
う
か
。
即
ち
、
本
書
、
屋
代
本
は
百
二
十
句
本
よ
り
も
後
出
と
平
家
物
語
佐
佐
木
本
に
つ
い
て
六
三
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
一
號
六
四
い
う
こ
と
か
。
○
巻
八
「新
帝
御
即
位
事
し
で
本
書
は
覚
一
本
に
比
し
て
禁
中
落
書
、
範
光
正
三
位
叙
位
が
な
い
。
八
坂
流
本
の
特
質
で
あ
ろ
う
。
「安
徳
天
皇
御
宇
佐
行
幸
事
」
の
九
月
十
三
夜
の
条
に
、
九
月
十
三
夜
ハ
殊
二
名
ヲ
得
タ
ル
月
ナ
レ
ト
、
其
夜
都
ヲ
思
出
ル
泪
二
、
吾
カ
ラ
陰
テ
亮
ナ
ラ
ス
、
九
重
ノ
雲
ノ
上
、
久
堅
ノ
月
二
思
伏
シ
類
モ
今
ノ
様
二
覚
テ
、
①
修
理
太
夫
経
盛
「
-
恋
シ
ト
ヨ
去
年
ノ
今
夜
ノ
終
夜
契
シ
人
ノ
思
出
ラ
レ
テ
②
左
馬
頭
幸
盛
君
住
ハ
爰
モ
雲
井
ノ
月
ナ
レ
ト
猶
恋
シ
キ
ハ
都
ナ
リ
ケ
リ
③
薩
磨
守
忠
度
月
ヲ
見
シ
去
年
ノ
今
宵
ノ
友
ノ
ミ
ヤ
都
二
吾
ヲ
思
ヒ
出
ラ
ン
④
皇
后
宮
亮
経
正
分
テ
越
野
辺
ノ
露
ト
モ
消
ス
シ
テ
思
ハ
ヌ
里
ノ
月
ヲ
見
ル
哉
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
の
配
列
は
諸
本
で
は
ど
う
か
、
示
す
と
、
覚
一
本
・百
二
十
句
本
③
鎌
倉
本
0
佐
佐
木
本
i
o
屋
代
本
③
0④
③④
②③④
②
と
な
り
、
左
馬
頭
幸
盛
の
歌
が
本
書
以
外
で
は
、
屋
代
本
に
あ
る
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
に
「播
磨
室
山
合
戦
事
」
で
は
、
,厂
,
平
家
ハ
陣
ヲ
五
ケ
所
二
張
ル
、
先
陣
越
中
次
郎
兵
衛
盛
継
三
千
余
奇
、
暫
相
対
様
テ
テ
持
成
テ
中
ヲ
雑
ト
開
テ
通
ス
、
二
陣
伊
賀
平
内
左
衛
門
家
長
二
千
余
奇
、
同
ク
開
テ
通
シ
ケ
リ
、
三
陣
上
総
五
郎
兵
衛
忠
光
悪
七
兵
衛
景
清
二
千
余
奇
、
共
ぜ二
開
テ
通
シ
ケ
リ
、
四
陣
本
三
位
中
将
重
衡
卿
モ
開
テ
被
入
檗
、
一
陣
ヨ
リ
知
盛
卿
一
万
余
奇
マ
テ
兼
謀
シ
合
図
ナ
レ
ハ
、
敵
ヲ
中
二
取
篭
テ
、
前
后
一
度
二
時
ヲ
動
ト
ソ
造
ケ
ル
と
あ
る
。
屋
代
本
は
本
書
に
比
し
て
極
め
て
簡
略
で
、
一
日
戦
暮
ス
、
サ
レ
ト
平
家
ハ
多
勢
、
御
方
ハ
無
勢
ナ
リ
ケ
レ
ハ
、
散
々
二
打
散
サ
レ
テ
、
引
退
ク
と
あ
る
。
鎌
倉
本
は
本
書
に
近
い
詞
章
で
あ
る
が
傍
線
部
は
、
四
陣
本
三
位
中
将
重
衡
卿
三
千
余
騎
、
五
陣
新
中
納
言
朝
盛
卿
一
万
余
騎
ニ
テ
固
ラ
ル
、
十
郎
蔵
人
行
家
五
百
余
騎
ニ
テ
懸
ク
、
越
中
次
郎
兵
衛
盛
次
暫
相
様
二
持
成
テ
、
中
ヲ
雑
ト
開
テ
通
ス
、
一
陣
ヨ
リ
五
陣
左
右
兼
テ
約
束
為
タ
リ
ケ
レ
ハ
、
、
r
`
と
詳
細
で
あ
る
。
も
し
屋
代
本
が
諸
本
中
で
古
態
で
あ
る
な
ら
ば
、
屋
代
本
詞
章
か
ら
鎌
倉
本
及
び
本
書
が
成
立
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
巻
で
も
八
坂
流
諸
本
は
、
流
動
過
程
で
簡
略
化
さ
れ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
鎌
倉
本
i
佐
佐
木
本
-
屋
代
本
と
流
動
し
た
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
「法
住
寺
合
戦
事
」
の
信
濃
次
郎
仲
頼
、
「木
曽
停
官
職
事
」
の
義
経
上
京
で
は
屋
代
本
と
異
な
り
鎌
倉
本
と
同
じ
。
平
家
物
語
佐
佐
木
本
に
つ
い
て
六
五
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
一
號
六
六
〇
巻
九
、
「
東
国
勢
上
事
同
生
済
摺
墨
事
」
で
、
佐
々
木
此
御
馬
ヲ
給
テ
御
前
ヲ
罷
立
テ
、
余
ノ
嬉
シ
サ
ニ
打
泪
ク
ン
テ
申
ケ
ル
ハ
、
身
ハ
為
二
思
ノ
仕
へ
、
命
ハ
依
義
軽
ト
申
事
候
、
此
御
馬
ヲ
給
乍
宇
治
川
ノ
先
陣
人
ニ
セ
ラ
レ
テ
候
物
ナ
ラ
バ
、
軍
ニ
モ
・不
可
合
又
両
タ
ヒ
鎌
倉
二
下
参
給
マ
シ
ク
候
、
軍
ニ
ハ
無
子
細
合
タ
リ
ト
被
聞
召
ハ
、
宇
治
河
ノ
先
陣
ハ
為
ツ
ラ
ソ
ト
被
思
食
候
へ
、
ト
申
切
テ
御
前
ヲ
立
、
参
会
シ
タ
ル
大
名
小
名
各
皆
広
涼
ソ
申
様
哉
ト
私
語
敢
リ
…
と
あ
り
、
覚
醐
本
よ
り
詳
細
で
八
坂
流
本
の
特
質
で
あ
ろ
う
。
「敦
盛
討
死
事
」
で
は
、
X
　
亦
奉
助
タ
リ
共
、
勝
軍
ノ
負
ル
事
ハ
世
己
非
、
奉
助
ト
思
ヒ
後
ヲ
急
ト
見
ケ
レ
ハ
、
土
肥
梶
原
五
十
奇
計
對
タ
リ
、
熊
谷
泪
ヲ
按
テ
申
ケ
ル
ハ
、
扶
進
セ
ン
ト
存
候
へ
共
、
味
方
ノ
勢
如
雲
霞
候
ヘ
ハ
余
モ
延
シ
進
セ
候
ハ
シ
、
人
手
二
懸
進
ン
ヨ
リ
ハ
同
ハ
直
実
力
手
二
懸
進
セ
テ
后
ノ
御
孝
養
ヲ
社
仕
候
ハ
メ
ト
、
申
ケ
レ
ハ
、
疾
々
頸
ヲ
捕
ト
ソ
宣
ケ
ル
、
熊
谷
余
二
最
惜
テ
目
モ
闇
心
モ
消
終
テ
、
※
2
焉
二
刀
ヲ
可
立
ト
モ
不
思
、
前
后
不
覚
二
覚
エ
ケ
レ
共
、
偖
シ
モ
可
有
事
ナ
ラ
ネ
ハ
泣
々
御
頸
ヲ
ソ
掻
テ
ケ
ル
、
鎧
直
垂
ヲ
取
テ
頸
ヲ
包
マ
ン
ト
為
ケ
レ
ハ
、
錦
ノ
袋
二
入
タ
ル
笛
ヲ
ソ
腰
ニ
サ
・
レ
ケ
ル
、
穴
糸
惜
ヤ
、
-
ζ
と
あ
り
、
覚
一
本
と
は
異
な
り
、
※
-
、
※
2
に
直
実
の
感
情
表
現
が
な
い
。
鎌
倉
本
、
百
二
十
句
本
に
は
、
「
熊
谷
経
盛
往
復
文
」
が
あ
る
。
,
、
5
本
書
は
鎌
倉
本
、
百
二
十
句
本
よ
り
も
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
か
。
○
巻
十「於
一
谷
討
平
氏
頸
大
地
被
渡
事
」
で
は
、
,
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ト
申
セ
ハ
、
北
方
糸
惜
ヤ
、
其
モ
ロ
バ
吾
等
力
事
ヲ
思
歎
玉
フ
カ
、
病
玉
ヒ
タ
ル
ニ
社
如
何
ナ
ル
労
ヤ
ラ
ン
、
不
審
ヤ
ト
宣
ハ
、
若
君
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
姫
君
ノ
御
労
ト
ハ
問
バ
サ
リ
ケ
ル
ト
ソ
宣
ピ
ケ
ル
ソ
哀
ナ
ル
、
斉
藤
五
、
身
討
タ
ニ
モ
忍
カ
ネ
テ
候
者
力
、
何
ノ
御
労
ナ
ン
ト
迄
ハ
、
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
争
力
問
候
ヘ
キ
ト
申
セ
ハ
、
北
方
実
モ
ト
テ
泣
玉
フ
と
あ
り
、
百
二
十
句
本
、
屋
代
本
と
同
じ
。
鎌
倉
本
は
本
書
に
比
し
て
、
北
方
の
心
情
は
詳
細
で
あ
る
が
、
傍
点
部
は
な
い
。
同
例
と
し
て
「維
盛
故
郷
音
信
事
」
が
あ
る
。
、
「重
衡
大
地
被
渡
事
同
三
種
神
器
事
屋
嶋
仰
下
事
」
で
は
同
十
四
日
、
本
三
位
中
将
大
地
ヲ
被
渡
、
小
八
葉
ノ
車
前
後
見
ヲ
揚
タ
リ
、
藍
摺
ノ
直
垂
二
折
鳥
帽
子
也
、
土
肥
次
郎
実
平
木
蘭
地
ノ
直
垂
二
火
威
ノ
鎧
着
テ
、
三
位
中
将
ノ
同
車
シ
奉
ル
、
随
兵
六
十
余
騎
具
シ
テ
守
護
ス
、
六
条
ヲ
東
へ
被
渡
玉
フ
、
見
ル
人
泪
ヲ
.
:
.
流
シ
、
哀
ヤ
此
人
ハ
入
道
殿
ニ
モ
覚
ノ
御
子
ニ
テ
一
門
ノ
人
々
ニ
モ
被
賞
、
院
内
工
参
玉
フ
ニ
と
あ
り
、
※
部
以
外
で
は
百
二
十
句
本
、
屋
代
本
と
異
な
り
鎌
倉
本
に
近
い
。
鎌
倉
本
は
※
印
に
人
々
の
心
情
を
記
す
。
し
た
が
っ
て
本
書
の
成
立
に
は
、
鎌
倉
本
の
影
響
が
あ
っ
た
と
認
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
'
ま
た
こ
の
章
「法
皇
へ
の
請
文
」
で
は
、
※
1
※
2
三
種
神
宝
、
可
放
タ
セ
給
玉
躰
ヲ
」
曩
祖
平
将
軍
貞
盛
相
馬
小
次
郎
将
門
ヲ
追
討
セ
シ
ヨ
リ
以
来
、
代
々
奉
ル
守
リ
禁
闕
朝
家
ヲ
と
あ
り
、
屋
代
本
と
同
じ
。
※
1
、
※
2
に
は
鎌
倉
本
、
百
二
十
句
本
共
に
長
文
が
あ
る
。
さ
ら
に
「頼
朝
重
衡
対
面
并
千
寿
前
事
」
で
も
本
書
は
鎌
倉
本
、
百
二
十
旬
本
と
異
な
り
、
「
千
寿
往
生
」
が
な
い
。
屋
代
本
も
な
い
。
又
注
目
す
べ
き
章
と
し
て
は
、
-
「
維
盛
高
野
山
并
熊
野
参
詣
同
入
水
事
」
「
池
大
納
言
鎌
倉
下
向
事
」
平
家
物
語
佐
佐
木
本
に
つ
い
て
"
六
七
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
一
號
六
八
が
あ
る
。
以
上
に
よ
り
本
書
は
、
鎌
倉
本
、
百
二
十
句
本
が
流
動
過
程
で
簡
略
化
さ
れ
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
岩
波
古
曲
ハ大
系
本
校
異
補
記
20
に
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
〔平
・
竹
・
鎌
・
百
・
中
・
国
〕
ハ
「源
平
み
た
れ
あ
ひ
…
…
」
ノ
文
ヲ
欠
カ
ズ
、
ソ
ノ
下
ニ
コ
ノ
話
ヲ
入
レ
ル
、
コ
レ
ハ
〔
覚
〕
及
ビ
一
方
流
系
ニ
ハ
ナ
イ
。
八
坂
系
諸
本
ノ
特
徴
ト
ス
ル
所
デ
ア
ル
と
あ
る
が
、
傍
点
部
は
誤
記
で
あ
り
、
傍
線
部
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
○
巻
十
一
こ
の
巻
で
は
、
本
書
は
覚
一
本
詞
章
と
異
な
り
鎌
倉
本
、
百
二
十
句
本
と
一
致
す
る
章
が
多
い
。
「阿
波
国
勝
浦
合
戦
事
」
「阿
波
田
内
左
衛
門
範
義
降
人
出
事
」
「浅
利
与
一
義
成
射
遠
矢
事
」
「宝
劔
事
」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
「範
頼
義
経
院
参
事
」
の
冒
頭
に
元
暦
二
年
正
月
十
日
、
参
川
守
範
頼
、
九
郎
判
官
義
経
両
人
院
御
所
工
参
テ
、
以
大
蔵
卿
泰
経
朝
臣
ヲ
被
申
ケ
ル
ハ
と
あ
り
、
両
名
が
院
参
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
書
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
鎌
倉
本
、
屋
代
本
は
義
経
一
人
が
院
参
と
あ
る
。
次
に
「
生
捕
事
」
で
は
、
平
大
納
言
ノ
北
方
師
典
侍
の
歌
と
し
て
、
①
詠
レ
ハ
ヌ
ル
丶
袂
ニ
ヤ
ト
リ
ケ
リ
月
ヨ
雲
井
ノ
物
語
セ
ヨ
②
雲
ノ
上
見
シ
ニ
カ
ハ
ラ
ヌ
月
影
ノ
澄
ム
ニ
付
テ
モ
物
ソ
悲
シ
キ
大
納
言
典
侍
局
③
吾
身
社
明
石
ノ
浦
二
旅
寝
セ
メ
同
浪
ニ
モ
ヤ
ト
ル
月
哉
泣
々
口
説
給
ヘ
ハ
、
九
郎
ノ
判
官
モ
東
男
ナ
レ
共
優
二
艶
ア
ル
心
チ
シ
テ
、
左
社
昔
恋
シ
ク
物
悲
シ
ク
物
在
ラ
メ
、
ト
身
二
知
テ
哀
'
二
被
思
ケ
レ
ハ
、
横
笛
取
出
シ
朗
詠
シ
テ
、
終
夜
慰
メ
被
申
ケ
リ
、
と
あ
る
が
、
鎌
倉
本
、
百
二
十
旬
本
、
屋
代
本
は
②
③
の
歌
が
な
く
、
本
書
に
比
し
て
簡
略
で
あ
る
。
本
書
は
覚
一
本
に
近
い
が
、
こ
の
記
事
の
前
後
は
鎌
倉
本
、
百
二
十
句
本
、
屋
代
本
に
近
い
。
「
副
将
軍
義
宗
事
」
で
は
大
臣
殿
、
判
官
ノ
許
工
被
宣
遣
ケ
レ
ハ
、
此
程
関
東
工
可
下
ト
承
ル
、
偖
ハ
虜
ノ
中
八
歳
ノ
童
ト
注
レ
タ
リ
シ
者
ハ
、
未
此
世
二
候
ラ
バ
、
関
東
下
向
所
二
、
今
一
度
見
候
ハ
ヤ
ト
、
被
宣
遣
タ
リ
ケ
レ
ハ
、
判
官
安
キ
御
事
候
ト
ソ
宣
ケ
ル
、
若
君
ヲ
ハ
介
錯
ノ
女
房
二
人
被
付
ケ
ル
、
此
女
房
達
若
君
ヲ
中
二
奉
置
、
終
二
如
何
ナ
ル
御
有
様
ニ
カ
見
成
シ
進
セ
ン
ス
ラ
ン
、
ト
テ
朝
夕
只
自
泣
外
ノ
事
ソ
無
キ
、
判
官
、
河
越
小
太
郎
力
許
工
此
様
ヲ
と
あ
り
、
百
二
十
句
本
、
屋
代
本
と
ほ
ぼ
同
じ
。
鎌
倉
本
に
比
し
て
詳
細
で
あ
る
。
ま
た
副
将
離
別
で
は
、
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
亦
明
日
可
参
ト
宣
へ
共
、
猶
モ
不
立
給
、
二
人
ノ
女
房
共
、
寄
テ
懐
立
奉
り
、
車
二
乗
セ
進
セ
テ
出
セ
ハ
、
大
臣
殿
、
と
あ
り
、
傍
点
部
は
鎌
倉
本
に
比
し
て
簡
略
。
八
坂
流
諸
本
は
こ
の
章
で
巻
を
終
る
が
、
本
書
は
「重
衡
被
渡
南
都
被
誅
木
津
事
」
で
終
る
、
覚
一
本
と
同
じ
。
「前
内
大
臣
宗
盛
父
子
関
東
下
向
并
親
子
被
刎
首
事
」
で
は
、
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
吾
妻
ノ
終
遠
国
ノ
外
夷
力
住
ナ
ル
千
嶋
ナ
リ
共
ト
、
宣
ケ
ル
ソ
浅
益
キ
、
粟
田
口
四
宮
川
原
松
坂
ヲ
モ
打
過
く
く
逢
坂
山
越
行
ハ
、
ノ
平
家
物
語
佐
佐
木
本
に
つ
い
て
六
九
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
一
號
七
〇
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
都
ハ
跡
二
隔
リ
ヌ
、
関
清
水
ニ
テ
駒
ヲ
整
テ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
都
ヲ
ハ
今
日
ヲ
限
ノ
セ
キ
水
二
暫
名
残
ノ
歌
ヤ
移
サ
ン
昔
ハ
名
而
己
聞
シ
海
道
ノ
と
あ
り
、
傍
点
部
は
鎌
倉
本
、
百
二
十
句
本
、
屋
代
本
と
異
な
る
。
鎌
倉
本
は
こ
の
章
に
「
腰
越
状
」
が
あ
る
。
以
上
こ
の
巻
は
、
一
方
流
諸
本
に
比
し
て
、
本
書
は
八
坂
流
本
の
特
質
を
明
確
に
し
て
い
る
。
ま
た
本
書
は
鎌
倉
本
と
異
な
り
、
百
二
十
句
本
、
屋
代
本
に
近
い
詞
章
も
あ
り
、
さ
ら
に
覚
一
本
に
近
い
記
事
も
あ
る
。
平
家
物
語
流
伝
の
複
雑
さ
を
示
す
巻
で
あ
る
。
○
巻
十
二
巻
頭
は
覚
一
本
同
様
「大
地
震
事
」
で
あ
る
。
こ
の
章
は
鎌
倉
本
と
ほ
ぼ
同
じ
。
続
い
て
諸
本
に
「九
郎
判
官
任
伊
予
守
改
義
経
成
義
顕
事
并
源
氏
数
輩
受
領
事
」
が
あ
る
が
、
百
二
十
句
本
に
は
な
い
。
,
「義
朝
首
鎌
倉
下
事
」
は
鎌
倉
本
、
屋
代
本
に
は
な
く
、
本
書
は
百
二
十
句
本
詞
章
と
一
致
す
る
。
次
に
「
平
家
生
捕
国
々
流
罪
事
」
で
は
、
時
忠
コ
ウ
ソ
詠
玉
フ
`
白
浪
ソ
打
驚
カ
ス
岩
ノ
上
ニ
ネ
イ
ラ
テ
松
ノ
幾
世
経
ヌ
ラ
ン
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
常
ニ
ハ
歌
詠
詩
作
、
鄙
ノ
栖
モ
中
々
二
都
二
替
有
様
ヲ
、
ヨ
ス
カ
ト
慰
ミ
給
フ
、
昔
平
相
国
清
盛
天
下
ノ
政
ヲ
此
郷
二
被
仰
合
ケ
レ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ハ
、
諸
事
心
ノ
任
二
、
家
内
楽
テ
肩
ヲ
双
ル
人
モ
ナ
シ
、
懸
ル
目
出
度
事
共
思
出
フ
ニ
モ
、
今
一
人
ノ
悲
ミ
ニ
、
袂
ノ
于
隙
モ
ナ
シ
、
此
メ
彼
配
所
ニ
テ
、
終
二
無
墓
成
玉
フ
と
あ
り
、
傍
点
部
は
本
書
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
傍
点
部
以
外
は
鎌
倉
本
、
百
二
十
句
本
、
屋
代
本
と
同
じ
。
次
に
「
大
佛
供
養
并
薩
摩
中
務
悪
七
兵
衛
事
」
に
悪
七
兵
衛
景
清
ハ
、
西
国
ノ
軍
ヲ
遁
テ
後
東
夕
西
夕
一一
テ
頼
朝
を
射
奉
リ
ケ
ル
カ
、
射
兼
テ
如
何
力
思
ケ
ン
、
隣
人
二
参
ケ
ル
ヲ
、
和
田
左
衛
門
尉
義
盛
二
被
預
、
景
清
昔
ノ
心
ヲ
不
失
、
慢
テ
左
衛
門
尉
二
座
上
シ
タ
リ
、
盃
ヲ
先
二
飲
タ
リ
、
梃
ヨ
リ
馬
二
乗
下
シ
ケ
レ
ハ
、
義
盛
持
療
テ
、
此
由
鎌
倉
殿
二
申
ス
、
サ
ラ
ハ
ト
テ
和
田
四
郎
左
衛
門
尉
友
家
二
被
預
、
后
ニ
ハ
出
家
シ
タ
リ
ケ
リ
、
三
月
十
三
日
、
大
佛
供
養
ト
聞
シ
カ
バ
、
奈
何
力
思
ケ
ン
、
七
日
先
立
テ
、
不
呑
湯
水
ヲ
モ
、
供
養
ノ
日
、
死
ケ
ル
社
怖
シ
ケ
レ
と
あ
る
。
本
書
は
、
鎌
倉
本
を
や
や
簡
略
化
さ
せ
た
詞
章
と
い
う
べ
き
か
。
ま
た
「蜘
伊
与
守
義
顕
討
手
土
佐
房
冒
房
上
洛
事
」
「堀
河
宿
所
夜
討
事
付
冒
俊
被
誅
事
」
は
鎌
倉
本
に
近
く
、
百
二
十
句
本
、
屋
代
本
に
比
し
て
簡
略
で
あ
る
。
「文
覚
上
人
隠
岐
国
配
流
事
」
は
鎌
倉
本
と
は
異
な
り
、
百
二
十
句
本
、
屋
代
本
に
近
い
。
以
上
こ
の
巻
は
鎌
倉
本
及
び
百
二
十
句
本
を
簡
略
化
さ
せ
た
詞
章
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
げ
`
三
本
書
は
鎌
倉
本
系
統
本
を
基
に
、
増
補
、
簡
略
化
、
誤
脱
な
ど
に
よ
る
改
編
が
繰
り
返
さ
れ
、
さ
ら
に
百
二
十
句
本
系
統
本
の
影
響
も
受
け
つ
つ
成
立
し
た
も
の
、
と
推
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
本
書
と
諸
本
と
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、
岩
波
大
系
本
校
異
及
び
補
記
の
不
備
も
若
干
訂
正
で
き
た
。
こ
こ
に
資
料
と
し
て
示
し
た
諸
本
は
、
高
橋
貞
一
博
士
『
平
家
物
語
諸
本
の
研
究
」
の
分
類
に
よ
る
八
坂
流
甲
類
本
を
中
心
に
、
一
方
流
、
八
坂
流
の
相
互
関
係
か
ら
覚
一
本
も
加
え
な
が
ら
比
較
検
討
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
諸
本
は
平
家
物
語
伝
本
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
新
資
料
の
発
見
検
討
を
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
本
稿
は
八
坂
流
諸
本
成
立
順
序
と
し
て
は
、
鎌
倉
本
1
↓
・佐
佐
木
本
ー
↓
屋
代
本
・
↓
"
、
'
・
・
匸
百
二
十
旬
本
と
な
ろ
う
か
。
平
家
物
語
佐
佐
木
本
に
つ
い
て
七
一
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
一
號
註①
『
平
家
物
語
の
基
礎
的
研
究
』
(
昭
和
三
十
七
年
三
月
、
三
省
堂
刊
。
同
五
十
三
年
七
月
、
笠
間
書
院
再
刊
)
六
十
五
頁
以
降
参
　
　
②
佛
教
大
学
人
文
論
集
第
十
四
号
収
録
「
佐
佐
木
博
士
旧
蔵
平
家
物
語
に
つ
い
て
」
③
『
太
平
記
二
』
(
昭
和
三
十
六
年
六
月
初
版
、
岩
波
書
店
刊
)
で
示
す
と
、
(
前
略
)
或
時
月
深
夜
閑
テ
、
荻
葉
ヲ
渡
風
身
二
入
タ
ル
心
地
シ
ケ
ル
時
節
、
真
都
ト
覚
都
検
校
ト
ニ
人
ツ
レ
平
家
ヲ
歌
ケ
ル
ニ
、
近
衛
院
ノ
御
時
、
紫
宸
殿
ノ
上
二
鵄
ト
云
怪
鳥
飛
来
テ
夜
ナ
夜
ナ
鳴
ケ
ル
ヲ
、
源
三
位
頼
政
勅
ヲ
承
テ
射
テ
落
シ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
上
皇
限
ナ
ク
叡
感
有
テ
、
紀
ノ
御
衣
ヲ
当
座
二
肩
二
懸
ラ
ル
(後
略
)
と
あ
る
。
三
四
九
頁
以
降
参
照
。
④
高
橋
博
士
は
「
佐
佐
木
博
士
旧
蔵
平
家
物
語
に
つ
い
て
」
(
前
掲
)
中
で
、
菖
蒲
前
事
は
、
源
平
盛
衰
記
巻
十
六
、
菖
蒲
前
事
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
る
。
盛
衰
記
の
文
と
本
書
と
の
間
に
は
詞
章
の
一
致
す
る
所
は
殆
ど
な
い
の
で
、
本
書
が
盛
衰
記
に
よ
り
て
書
か
れ
た
と
し
て
も
全
く
新
し
い
詞
章
で
、
太
平
記
は
本
書
に
よ
り
て
書
か
れ
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
と
記
さ
れ
る
。
⑤
山
下
氏
は
『
平
家
物
語
研
究
序
説
』
(
昭
和
四
十
七
年
三
月
、
七
二
明
治
書
院
刊
)
中
で
、
こ
の
巻
四
の
鵄
説
話
に
関
す
る
限
り
、
諸
本
の
関
係
は
、
罐
綜
〔難
ー
こ
の
系
統
図
に
は
・
ま
だ
ま
だ
疑
問
の
余
袈
あ
り
・
衾
更
に
修
正
を
加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
上
述
し
た
所
か
ら
、
当
類
諸
本
の
中
、
斯
道
本
、
佐
佐
木
本
、
小
城
本
の
三
本
が
屋
代
本
に
次
ぐ
古
態
を
伝
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
記
さ
れ
る
。
な
お
同
書
二
六
一
頁
に
、
『
近
衛
院
の
時
、
当
座
の
御
会
に
「深
山
木
」
と
詠
み
、
人
々
を
感
ぜ
し
む
』
記
事
が
『覚
一
本
×
』
と
あ
る
の
は
　
り
で
あ
る
　
(文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
・
国
文
学
専
攻
)
'
一
